
糸田黒
工く

谷だ
遺
跡

大
阪

・

１
　
所
在
地
　
　
　
大
阪
市
天
王
寺
区
細
工
谷

一
丁
目

２
　
調
査
期
間
　
　
一
九
九
六
年

（平
８
）

一
〇
月
―

一
九
九
七
年
入
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
●
大
阪
市
文
化
財
協
会

４
　
調
査
担
当
者
　
岡
村
勝
行

。
古
市
　
晃

５
　
遺
跡
の
種
類
　
都
城
跡

。
寺
院
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
弥
生
時
代
１
江
戸
時
代

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

細
工
谷
遺
跡
は
、
史
跡
難
波
宮
跡
の
南
方
約

一
・
八
臨
、
四
天
王
寺

・
摂
津

国
分
寺
な
ど
古
代
の
遺
跡
が
集
中
す
る
上
町
台
地
の
東
斜
面
上
に
位
置
す
る
。

調
査
地
の
す
ぐ
西
を
、
岸
俊
男

氏
に
よ
っ
て
難
波
京
朱
雀
大
路

＞

の
痕
跡
と
推
定
さ
れ
た
道
路
が

帥

南
北
に
通
る
。
今
回
の
調
査
は

隊

道
路
の
延
長
工
事
に
伴
う
も
の

大部

　

、
調
査
面
積
は
約

二
〇
〇

紬
Ｏ
♂
で
あ
る
。

期
　
現
在
は
土
砂
の堆
積
に
よ
り

く

埋
ま
っ
て
い
る
が
、
調
査
地
に

は
本
来
、
北
西
か
ら
南
東
部
に
か
け
て
谷
筋
が
通
っ
て
い
た
。
調
査
の
結
果
、

そ
の
谷
の
周
囲
か
ら
、
飛
鳥
１
平
安
時
代
初
期
を
中
心
と
す
る
溝
や
井
戸
な
ど

の
遺
構
が
見
つ
か
っ
た
。
特
に
奈
良
時
代
中
頃
か
ら
後
半
に
か
け
て
埋
ま
っ
た

溝
か
ら
は
、
多
数
の
瓦

・
土
器
の
他
、
和
同
開
弥
四
〇
教
枚

（バ
リ
銭
三
枚
・

不
隷
開
二
枚
を
含
む
）、
帯
金
具

。
釘

・
銅
鋲

・
金
鉗

・
匙
な
ど
の
金
属
製
品
が

多
数
出
上
し
た
。
ま
た
、
和
同
開
弥
の
枝
銭

一
点
が
出
上
し
た
が
、
こ
れ
は
発

掘
調
査
で
は
初
め
て
の
出
土
で
あ
り
、
和
同
開
赤
の
製
作
過
程
を
示
す
も
の
と

し
て
、
ま
た
難
波
京
に
お
け
る
銭
貨
生
産
の
可
能
性
を
検
討
す
る
資
料
と
し
て
、

発
見
の
意
義
は
極
め
て
大
き
い
。

墨
書
土
器
は
計
百
点
近
く
が
出
土
し
た
。
枝
銭
が
出
土
し
た
溝
か
ら
は
、
底

部
に

「百
尼
」
「百
尼
寺
」
「
四
月
八
日
」
と
書
か
れ
た
土
師
器
杯
が
出
上
し
て

い
る
。
ま
た
、
溝
の
南
に
位
置
す
る
、
奈
良
時
代
末
葉
に
埋
め
ら
れ
た
と
考
え

ら
れ
る
井
戸
か
ら
は
、
側
面
に

「百
尼
」
「百
済
尼
」
と
書
か
れ
た
土
師
器
の

甕
の
他
、
底
部
に
「尼
寺
」
と
書
か
れ
た
土
師
器
杯
が
出
土
し
て
お
り
、
調
査
地

に

「百
済
尼
寺
」
と
も
い
う
べ
き
寺
院
が
存
在
し
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

調
査
地
の
南
東
約
四
Ｏ
Ｏ
ｍ
に
は
、
百
済
王
氏
の
氏
寺

「百
済
寺
」
と
さ
れ

る
堂
ヶ
芝
廃
寺
が
あ
る
が
、
今
回
発
見
さ
れ
た

「百
済
尼
寺
」
は
、
こ
れ
と

一

対
で
百
済
王
氏
に
よ
り
造
営
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
七
世
紀
の
段
階
で
僧
寺

と
尼
寺
が
セ
ッ
ト
で
造
営
さ
れ
た
事
例
と
し
て
は
、
飛
鳥
寺
と
豊
浦
寺
、
法
隆

寺
と
中
宮
寺
な
ど
が
知
ら
れ
て
い
る
。
今
回
の
発
見
は
、
七
世
紀
に
お
け
る
こ

う
し
た
セ
ッ
ト
関
係
の
造
営
が
、
よ
り
広
範
な
地
域

・
階
層
で
行
な
わ
れ
た
可



「尼寺」

1997年 出土の木簡

能
性
を
示
す
事
例
と
し
て
注
目
さ
れ
る
。
ま
た
、
百
済
王
氏
と
王
権
の
関
係
も

改
め
て
検
討
す
る
必
要
が
生
じ
た
と
い
え
よ
う
。

こ
の
他
、
枝
銭
が
出
土
し
た
溝
に
先
行
す
る
溝
の
埋
土
か
ら
、
富
本
銭

一
点

が
出
土
し
た
。
藤
原

・
平
城
京
に
続
く
も
の
と
し
て
五
例
日
で
あ
り
、
大
和
以

外
で
は
初
め
て
の
出
土
と
な
る
。

木
簡
は
、
計
五
点
が
出
土
し
た
。
四
点

（ω
ｔ
い
、
い
は
削
暦
）
は
枝
銭
が
出

土
し
た
溝
か
ら
で
あ
る
。
た
だ
し
、
こ
の
溝
は
先
行
す
る
飛
鳥
時
代
の
溝
を
切

っ
て
作
ら
れ
て
お
り
、
そ
こ
か
ら
の
遺
物
が
新
し
い
溝
に
入
り
込
ん
で
い
る
可

能
性
が
あ
る
。
残
り
の

一
点

（働
）
は
朱
雀
大
路
に
隣
接
す
る
、
七
世
紀
末
葉

―
八
世
紀
初
頭
に
作
ら
れ
た
井
戸
の
掘
形
か
ら
の
出
上
で
あ
る
。

８
　
木
簡
の
釈
文

。
内
容

溝

〔升
ヵ
〕

ω
　
。
「
＜
播
磨
国
□
郡
□
□

〔少
ヵ
〕
〔呂
力
〕

。
「
＜
里
秦
人
□
田
万
□
□

一
石

岸
∞
Ｐ
×

μ
Φ
×

枷
　

ｏ
∞
∞
＊

碧

「百尼」

「百済尼」

-



②
　
。
「
ｏ
　
□
月
八
日
□
□
丁
欲
日
日
―十
日
□
田

日
日

日
国
月
八
日
□
々
口
□
　
　
」

。
「
ｏ
　
ｌ

　
＝

」
Ｐ
Φ
Φ
×
∞
『
×
］
　
ｏ
岸
解
Ｘ

①

　

逐
物
意
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（じ

Ｘ
夢
いて

Ｏ

ｏ雷

④

　

□
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｏ】

井
戸
掘
形

〔徳
了
≧

⑬

　

「
上
和
尼
父
南

マ
ロ
ロ
王
久
支
」
　

　

　

　

Ｐ∞反
∞睫
Ｎ
冨

ｘ

①
は
、
貢
進
物
付
札
で
あ
る
。
国
郡
里
制
下
の
木
簡
で
あ
り
、
国

・
郡

・

里

。
人
名
の
表
記
と
と
も
に
書
風
も
古
様
を
と
ど
め
る
。
「播
磨
国
」
に
続
く

部
分
は
、
「竹
」
あ
る
い
は

「加
」
の
可
能
性
が
あ
る
が
、
判
然
と
し
な
い
。

「竹
」
の
場
合
、
「
タ
カ
」
と
読
み
、
多
可
郡
と
考
え
ら
れ
る
。
「加
」
の
場
合
、

賀
古
郡
あ
る
い
は
賀
茂
郡
が
考
え
ら
れ
る
。
池
邊
輛

『和
名
類
衆
抄
郡
郷
里
酵

名
考
證
』
に
よ
る
と
、
□
〔酌
里
は
い
ず
れ
の
郡
に
も
見
ら
れ
な
い
。
秦
人
は
播

磨
国
で
は
賀
茂
郡
山
田
郷
に
見
え
る

（『日
本
古
代
人
名
辞
血
己
五
）。
ま
た
、　
一

石
と
い
う
貢
進
単
位
は
長
屋
王
家
木
簡
に
お
い
て
封
戸
か
ら
の
米
の
可
能
性
が

指
摘
さ
れ
て
お
り
、
注
意
を
要
す
る
。

②
は
、
月
日
で
始
ま
り
、
文
章
を
訂
正
し
た
痕
が
あ
る
が
、
内
容
は
判
然
と

し
な
い
。
隷
書
の
雰
囲
気
を
強
く
も
つ
き
わ
め
て
特
徴
的
な
書
体
で
あ
る
。

①
は
、
端
正
な
初
唐
風
の
書
体
で
あ
る
。
二
個
体
に
分
離
し
て
い
た
も
の
が

接
合
し
た
。
「逐
物
意
」
の
文
言
は
、
『千
字
文
』
に

「逐
物
意
移
」
が
あ
り
、

そ
の
習
書
と
考
え
ら
れ
る
。
「物
を
逐
え
ば
意
移
る
」
と
読
み
、
事
物
の
変
遷

を
見
て
惑
い
動
く
も
の
は
志
も
常
に
変
わ
っ
て
定
ま
ら
な
い
、
と
い
う
意
味
で

あ
る
。
『千
宇
文
』
を
写
し
た
木
簡
は
す
で
に
藤
原

・
平
城
京
で
も
出
土
例
が

あ
る
が
、
「逐
物
意
移
」
の
部
分
は
初
例
で
は
な
か
ろ
う
か
。

い
は
削
居
で
あ
る
。
わ
ず
か
に
墨
痕
が
あ
る
が
、
宇
形
を
な
さ
な
い
。

⑪
は
短
冊
形
の
木
簡
で
あ
る
。
木
簡
の
大
き
さ
に
比
し
て
小
さ
め
の
字
で
書

か
れ
て
い
る
。
「上
和
尼
」
は
尼
の
名
前
と
思
わ
れ
る
の
で
、
尼
の
父
の
名
を

記
し
た
木
簡
と
考
え
る
。
「南
部
」
は
摂
津
国
百
済
郡
に
南
部
郷
が
あ
り
、
ま

た
百
済

・
高
句
一麗
の
五
部
の
制
と
の
関
連
も
注
目
さ
れ
る
。
「南
部
」
に
続
く

部
分
は
そ
の
ま
ま
で
は
読
み
下
せ
ず
、
渡
来
系
の
人
名
を
音
で
表
記
し
た
可
能

性
が
あ
る
。
尼
寺
へ
の

一
般
男
性
の
通
行
は
僧
尼
令
に
よ
っ
て
規
制
さ
れ
て
い

た
か
ら
、
こ
の
木
簡
は

「百
済
尼
寺
」
に
出
入
り
す
る
人
物
が
身
分
証
明
の
た

め
携
行
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

木
簡
の
釈
読
に
際
し
て
、
大
阪
大
学
の
東
野
治
之
氏
、
大
阪
市
立
大
学
の
栄

原
永
遠
男
氏
の
ご
教
示
を
得
た
。
ま
た
遺
物
の
赤
外
線
写
真
撮
影
な
ど
で
奈
良

国
立
文
化
財
研
究
所
の
方
々
の
ご
配
慮
を
い
た
だ
い
た
。

９
　
関
係
文
献

古
市
晃

「細
工
谷
遺
跡
出
上
の
木
簡
」
（卸
大
阪
市
文
化
財
協
会

翌
早
火
』
七
二

一
九
九
八
年
）

（古
市
　
晃
）




